
●自転車やバイク、自動車などの運転中に絶対に使用しないでください。交通事故の原因になります。
　運転以外にも、踏切や駅のホーム、道路、工事現場など周囲の音が聞こえないと危険な場所では使用
しないでください。
●歩行中に使用する場合は、周囲の交通に十分注意してください。交通事故の原因になります。
●使用する前に音量を最小にしてください。突然大きな音がすると、聴力を損なう恐れがあります。
●耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪影響を与えることがあります。耳を守る
ため、音量を上げすぎないようご注意ください。
●内部に燃えやすいものや水などの液体がかかった場合は、使用を中止し、お買い上げいただいた販売店
または弊社にご相談ください。そのままでご使用になりますと、火災や故障および感電事故の原因になり
ます。
●内部を開けますと、故障や感電事故の原因になります。内部に触れることは絶対におやめください。
　また、内部を改造した場合の性能劣化については保証いたしません。
●濡れた手で充電したり、充電ポートに触れたりしないでください。感電の原因になります。
●本製品を使用中に気分が悪くなった場合は、すぐに使用を中止してください。
●ペースメーカーなどの医療機器を使用している方は、医師に相談の上で使用してください。
●小さいお子様には使用させないでください。
●お子様や耳の治療を受けている方、治療したことがある方は、医師の相談の上で使用してください。
●MRI（磁気共鳴画像診断装置）診断や電磁波を利用した装置を使用する治療を受けるときは必ず本製品
をはずしてください。故障の恐れがあります。
●睡眠時は使用しないでください。事故や体調不良の原因になります。
●騒がしいところでは音量を控えるか、長時間使用しないようにしてください。聴力を損なう恐れがあります。
●他人に本製品を貸したり、他人から借りたりしないでください。耳を痛めたり、耳の病気に感染する原因
になります。
●携帯電話およびPHS(簡易携帯電話)と一緒に本製品を使用しないでください。発生する電波により
　ノイズが入ったり音が小さくなるなどの影響を受ける場合があります。
●油煙、湯気、湿度、ホコリの多い場所に保管しないでください。感電やショートなどによる火災や故障の
原因となります。
●本製品と接する皮膚にかぶれや湿疹ができた場合、使用中に耳だれが生じたり耳の治療が必要になった
場合、以前に比べ、耳の聴こえが悪くなった場合はすぐに使用を中止し、医師に相談してください。
●炎天下の車内など、高温になる場所での使用や保管はおやめください。
●本製品に強い衝撃や圧力を加えないでください。事故や故障の原因になります。

骨伝導集音器 取扱説明書

400-HABC1

この度は、骨伝導集音器「400-HABC1」(以下本製品)をお買い上げいただき
誠にありがとうございます。この取扱説明書では、本製品の使用方法や安全に
お取扱いいただくための注意事項を記載しています。ご使用の前によくご覧
ください。読み終わったあともこの取扱説明書は大切に保管してください。

最初にご確認ください

本製品を安全にご使用いただくために

本製品についてのご注意
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①集音器
②耳栓
③シリコンストラップ

1台
2個
1本

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・

1本
1部

④充電用ケーブル
⑤取扱説明書・保証書(本書)

セット内容

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがあります。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。

お使いになる前に、セット内容がすべて揃っているかご確認ください。
万一、足りないものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。

※欠品や破損があった場合は、品番（400-HABC1）と上記の番号
   （①～⑤）と名称（充電用ケーブルなど）をお知らせください。

●本製品を使用したことによって生じた動作障害やデータ損失などの損害については、弊社は一切の責任
を負いかねます。
●本製品は一般的な職場やご家庭での使用を目的としています。本書に記載されている以外でのご使用
にて損害が発生した場合には、弊社は一切の責任を負いません。
●医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステム、高い安全性や信頼性が求められる環境下では使用
しないでください。
●高い安全性や信頼性が要求される機器や電算機システムなどと直接的または間接的に関わるシステム
では使用しないでください。
●飛行機の通信システムを妨害する恐れがありますので、飛行機で本製品を使用しないでください。
●必要以上に長時間の充電はしないでください。
●電池（内蔵型リチウムポリマーバッテリー）は使用状況によって異なりますが、約200～300回繰り返し充電
できます。
●電池（内蔵型リチウムポリマーバッテリー）は消耗品ですので、保証の対象にはなりません。
●十分に充電した電池で使用時間が著しく短くなってきたり、ご使用いただけない場合は、電池の寿命です。
弊社では電池の交換を行っておりませんので、新しい製品をお買い求めください。
●本製品を長期間使用しなかった場合、内蔵されている電池の性能が低下してしまう可能性があります。
本製品を長期間保存する場合は、月に１回を目安に充電を行なってください。
●本製品が濡れているときは絶対に充電しないでください。感電やショートなどによる火災や故障の原因
となります。
●充電が終わったら必ずケーブルを取外してください。また、十分な充電時間を過ぎても充電が完了しない
場合は充電を終えてください。所定の充電時間を超えて充電した場合、電池が発熱・発火する危険性が
あります。
●本製品を使用中に発生したデータの消失、機器の故障などの保証はいたしかねますので、あらかじめご了承
ください。
●本製品は集音器です。医療機器認定をした補聴器ではありません。
●本製品を使用したことにより発生した損害に対して弊社は一切の責任を負いかねます。

サ イ ズ ・ 重 量 W134×D111×H46mm・約35g

電 源 リチウムポリマーバッテリー

充 電 時 間 約1時間

連 続 使 用 時 間 約8時間

最 大 出 力 0.5W

最 大 飽 和 音 圧レベ ル 113±3dB

出力音圧レベル（平均値） 107±3dB

最 大 ゲ イ ン 39±3dB

フ ル レ ン ジ ゲ イ ン 30±3dB

再 生 周 波 数 帯 域 250～3,700Hz

充 電 ポ ー ト USB Type-C

防 水 性 能 IPX5

※IPX5とは「あらゆる方向からの噴流水による有害な影響がない（防噴流形）」　
　という防水クラスです。

1.仕様

ver.1.1



2.各部の名称

耳の周辺に取付けます。

❶充電用ケーブルを集音器の充電ポートに接続します。
❷充電用ケーブル（Aコネクタ）をパソコンやAC充電器に接続します。充電中はLEDが点滅します。
❸全てのLEDが点灯したら充電完了です。

④充電用ケーブル

●はじめてご使用になるときは、4つのLED全て点灯するまで充電してください。
●必ず付属の充電用ケーブルで充電してください。
●充電ポートが濡れていないことを確認して充電してください。

USBポート

パソコン

AC充電器
※推奨：5V/500mA～1A

①集音器

L側

R側

電源スイッチ

音量調節
ボタン

R側底面

充電ポート
（USB
Type-C）

音量調節
ボタン

L側底面

モード切替
ボタン

LED

充電ポート
（USB Type-C）

耳栓を使用すると聞こえやすくなります。
※周囲の環境音が遮断される可能性がある
ため、安全を確認したうえで耳栓を使用
　してください。

①集音器（R側）

集音器の装着方法

USB Aコネクタ

4.充電方法

3.ご使用前に

点滅

点灯

LED



5.使用方法

モード 用途 アナウンス

電源スイッチの溝の色が緑色になり、「電源が入りました。」とアナウンスされ、一番下のLEDが3回点滅します。

インドアモード室内での使用に最適です。室 内 モ ー ド

アウトドアモード屋外での使用に最適です。屋 外 モ ー ド

ボーカルモード声を聞く時の使用に最適です。声量強調モード

❶電源スイッチを右にスライドさせ、電源をONにします。

起動後はスピーカーやマイクなどに近づけないでください。

①集音器

電源スイッチ

電源ON

電源が入りました。

溝：緑色

LED

電池残量アナウンス

バッテリー残量が少ないです。
充電してください。

電池残量が多い時
70%～100%

バッテリー残量は
十分あります。

電池残量が少ない時
10%～39%

バッテリー残量は
半分くらいです。

40%～69%

左右でそれぞれ音量調節できます。
最大音量になると警告音声が流れます。

❷音量調節ボタンを押します。

少しずつ音量を上げてください。

両側底面

音量調節
ボタン

Max

音量が最大になりました。

モード切替ボタンを押すことで3つのモードを切替えること
ができます。
※電源をOFFにしても設定モードは引き継がれます。

❸必要に応じてモードを切替えてください。

L側底面

モード切替
ボタン

その後、電池残量がアナウンスされます。

電池残量が20%以下になると3分に1度、「バッテリー残量が低下しています。充電してくだ
さい。」とアナウンスされ、1番下のLEDが1回点滅します。



動作・状態 操作方法 LED表示 アナウンス

電源が入りました。

型 番: 400-HABC1
保 証 書

お客様 ・ お名前 ・ ご住所 ・ TEL

シリアルナンバー：

販売店名 ・ 住所 ・ TEL

保証期間 6ヶ月 お買い上げ年月日　　年　  月　  日
担当者名

電 源 O N

音量が
最大になりました。－最 大 音 量

インドアモード－室 内 モ ー ド

アウトドアモード－屋 外 モ ー ド

ボーカルモード－声量強調モード

電源を切ります。電 源 O F F

点滅 －－充 電 時

点灯 －－充 電 完 了

－電池残量低下時

〒700-0825  岡山県岡山市北区田町1-10-1 TEL.086-223-5680  FAX.086-235-2381
CF/BC/NSDaNo

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。

サンワダイレクト

❶集音器を囲むようにシリコンストラップで輪を作り
ます。

音が聞こえづらい場合、お試しください。

❷先端を穴に通します。

❸反対側も同じように行います。

❹装着して位置を調節します。

基本操作

8.保証規定

7.LED・各種操作について6.シリコンストラップの取付け方

①集音器

L側

R側

電源スイッチ

L側底面
音量調節ボタンモード切替ボタン

LED

③シリコンストラップ

R側底面
音量調節ボタン

下から2つ目
が3回点滅

下から2つ目
が1回点滅

一番下のLEDが
3分に1回点滅

一番下のLED
が3回点滅

バッテリー残量が低下して
います。充電してください。

電池残量が少ない時

電池残量が多い時

バッテリー残量は
半分くらいです。
バッテリー残量は
十分あります。

バッテリー残量が少ない
です。充電してください。

電源スイッチ
を右にスライド

モード切替
ボタンを押す

音量調節
ボタンを押す

モード切替
ボタンを押す

モード切替
ボタンを押す

電源スイッチ
を左にスライド

電源ON

1)保証期間内(本製品のご購入日から起算されます)に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しており
ます。万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無償修理または交換いたしますので、保証書
(ご購入が証明できるもの)と製品を確認しお買い上げの店舗に連絡してください。
2)次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　⑴保証書(ご購入が証明できるもの)をご提示いただけない場合。
　⑵所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　⑶故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
　⑷故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
　⑸天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
　⑹譲渡や中古販売、オークション、転売などでご購入された場合。
3)お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたしかねます。
4)本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。
5)本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての補償はいたしかねます。
6)本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、及び
高度な信頼性を必要とする設備や機器やシステムなどへの組み込みや使用は意図されておりません。これらの
用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社はいかなる責任も負いかねます。
7)修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8)保証書(ご購入が証明できるもの)は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9)保証書(ご購入が証明できるもの)は日本国内においてのみ有効です。

シリコンストラップを取付けることで集音器
が耳の周辺に密着しやすくなります。
必要であれば取付けてください。
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